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はじめに 

律法主義的クリスチャンという言葉があります。律法主義的クリスチャンとは、自分の

努力で律法が教える倫理や道徳に従って生きていこうとする人のことです。これはクリス

チャンにとって最大の悲劇です。しかしこれは全てのクリスチャンが一度は通る道であ

り、多くのクリスチャンが今もこの罠から抜け出せずに苦しんでいます。 

実はパウロ自身も、私たちと同じように自分の力で聖化を得ようと努力して、それがで

きずに苦悩した人でした。７章後半には、その胸のうちを赤裸々に吐露する個所がでてき

ます。 

なぜ人は律法主義的になってしまうのか、それは聖書が教える救いの構造、特にこの聖

化について誤解しているからです。ですから、今学んでいる聖化の教理は、信仰生活の早

い段階で正しく理解することが、とても大切なのです。 

 

１. 律法の一般原則（１節） 

今日学ぶローマ 7：1-6 は、ローマ 6：14 の解説になっています。 

ローマ 6:14 罪があなたがたを支配することはないからです。あなたがたは律法の下にで

はなく、恵みの下にあるのです。 

①罪が私たちを支配することがないとは、どういう意味か。②私たちが律法の下にはな

く、恵みの下にあるとは、どういう意味か。この 2 点についてパウロは説明を始めます。 

 

7:1 それとも、兄弟たち、あなたがたは知らないのですか──私は律法を知っている人た

ちに話しています──律法が人を支配するのは、その人が生きている期間だけです。 

ここで律法という言葉が出てきますが、これはモーセ律法のことです。前回パウロは

「主人と奴隷」のたとえを用いて、クリスチャンは罪の奴隷から神の奴隷へと、主人が変

わったのだと力強く語りました。ローマ教会には異邦人クリスチャンがたくさんいたの

で、この説明に納得した者もいたでしょう。しかしユダヤ人クリスチャンにとってはそれ

だけでは納得がいきません。「恵みによって救われる、義とされることはわかった。しか

しユダヤ人にとって、先祖代々命のように大切にしてきた律法はどうなるか。」「神の奴

隷となったクリスチャンが、同じ神がくださった律法を無視してよいはずがない。」 

 

パウロはこの難問に 7 章全体を使って「律法からの解放」というテーマで答えていきま

す。「兄弟たちあなたがたはこれからいうことを知らないのか」と呼びかけています。も



ちろんあなた方は知っています。知らないわけはないでしょう。と自覚を求める強い言葉

です。 

──私は律法を知っている人たちに話しています── 

ここに傍線で注釈が入ります。これはユダヤ人クリスチャン、神を恐れる人々と呼ばれて

いた、律法を重んじてきた異邦人クリスチャンたちを指しています。この人たちはもちろ

ん律法の原則をよく知っていました。 

律法が人を支配するのは、その人が生きている期間だけです。 

これは法の一般原則です。モーセ律法だけでなく、当時のローマ法でも日本の法律でも同

じです。当然のことながら、死者には法の力は及びません。 

 

２. 婚姻法のたとえ（２～３節） 

パウロはこの律法の基本的な原則を踏まえた上で、婚姻法のたとえ用いてクリスチャン

と律法の関係について説明しています。前回の奴隷と主人のたとえと同じく、当時の人た

ちには身近で理解しやすいたとえでした。 

 

7:2 結婚している女は、夫が生きている間は、律法によって夫に結ばれています。しか

し、夫が死んだら、自分を夫に結びつけていた律法から解かれます。 

「結婚している女」というのは、原語では「男の元にある女、夫の権威の下にある女」

という意味があります。当時の女性にとって結婚は、夫の所有となって、夫の拘束のもと

に置かれるということでした。 

モーセ律法では、女性から離婚を申し出る権利は認められていませんでした。夫だけに

離婚の権利があったのです。たとえ暴力や不貞を犯すような夫であっても、女性から離婚

はできませんでした。女性は夫が生きている限り、律法によって夫の権威の下にありまし

た。女性が唯一この結婚から解放されるのは、夫が死んだ時でした。 

 

7:3 したがって、夫が生きている間に他の男のものとなれば、姦淫の女と呼ばれますが、

夫が死んだら律法から自由になるので、他の男のものとなっても姦淫の女とはなりませ

ん。 

夫が生きている間に、女性がほかの男と結婚すれば、婚姻法によって姦淫の罪に問われ

ます。しかし、夫が死ねば彼女は何の問題もなく、自由に再婚することができました。こ

のたとえを通してパウロが言おうとしているのは、キリストと共に律法に対して死んだ私

たちは、律法から解放されているということです。私たちの内に罪の性質はまだ残ってい

ますが、その性質は私たちに対する法的な力を失ったのです。つまり、信者は罪を犯す可

能性はありますが、罪を犯す必然性はもうないのです。もし罪を犯した場合は、1 ヨハネ

1：9 に従って罪を告白し、赦しを受け取ることができます。 



1 ヨハネ 1:9 もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その

罪を赦し、私たちをすべての不義からきよめてくださいます。 

 

３. 古い文字ではなく霊によって（４～６節） 

結婚関係の例話を語ってきたパウロは、最後にその例話の適用をしています。 

7:4 ですから、私の兄弟たちよ。あなたがたもキリストのからだを通して、律法に対して

死んでいるのです。それは、あなたがたがほかの方、すなわち死者の中からよみがえった

方のものとなり、こうして私たちが神のために実を結ぶようになるためです。 

（1）結婚の例話とクリスチャンの状態の対比がなされます。 

①妻とは信者のことです。②元の夫とは、律法、あるいは罪の性質のことです。③そし

て、新しい夫とはキリストのことです。私たちは元の夫から解放され、新しい夫であるキ

リストと繋がりました。 

 

（2）しかし、例話には常に限界があります。結婚の例話では、死んだのは夫でした。信

者の状態では、死んだのは妻（信者自身）です。ここでの対比のポイントは、「死んだ者

には律法は無力である」という点です。クリスチャンはすでに律法とは本質的に無関係な

者となったのです。 

 

（3）「あなたがたも、…律法に対しては死んでいる」とあります。キリストのからだを

通してとは、十字架につけられたキリストによって「律法に対しては死んでいる」この動

詞は受動態で、時制はアオリストです。私たちが死んだのは、神のわざによるのであり、

一度限りのことです。自分の力で死んだ人など一人もいません。私たちは神の愛を受け取

ったとたんに、神の力によって死なせていただいたのです。この「死んでいる」ことが受

動態であること、一度限りの自制であるということ、これが律法主義的クリスチャン生活

から解放されるために、極めて重要な理解です。 

 

それは、あなたがたがほかの方、すなわち死者の中からよみがえった方のものとなり、こ

うして私たちが神のために実を結ぶようになるためです。 

（4）律法に死に、キリストと結ばれることこそが、実を結ぶための前提条件です。 

私たちは死んで古い夫との関係がなくなりました。古い夫とは律法や罪の性質です。私た

ちはキリストと共によみがえって新しい夫につながりました、新しい夫はキリストです。

その結果、私たちは神のために実を結ぶようになります。 

ここには、新しい結婚関係からの新しい命が誕生するイメージがあります。主イエスキ

リストという夫と結ばれることによって、子供が与えられるように多くの実を結ぶことが

できるようになります。 



ヨハネ 15:5 わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたし

もその人にとどまっているなら、その人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あな

たがたは何もすることができないのです。 

 

7:5 私たちが肉にあったときは、律法によって目覚めた罪の欲情が私たちのからだの中に

働いて、死のために実を結びました。 

私たちが肉にあったときとは救われる前の状態を指しています。ユダヤ的に言えば、罪

を犯すというのは概念ではなくて、手や足がやっていることであり、どの手足を動かして

いる主人「律法と罪と死」でした。それがかつての私たちの姿です。 

パソコンに例えてみましょう。パソコンにはプログラムを動かしている OS（オペレー

ティングシステム）というものがあります。OS は時期が来ると新しく更新しなければ、

あるプログラムは動かなくなってしまいます。最新のプリンターなどは互換性がないと使

えなくなってしまします。OS が新しくなると、古いものは消え去っていくのです。新し

いものは新しい OS で動くようになります。私たちの人生も全く同じです。つまり古い夫

が死んで、新しい夫イエスにつながったということは、パソコンで言えば OS が入れ替っ

たようなものです。 

 

7:6 しかし今は、私たちは自分を縛っていた律法に死んだので、律法から解かれました。

その結果、古い文字にはよらず、新しい御霊によって仕えているのです。 

救われてからの私たちの状態は、「律法に対して死んだ」状態です。古い OS が取り除

かれ、新しい OS である新しい御霊（聖霊）によって仕えている。これが救われてからの

状態です。 もし今、律法による聖化を求めるなら、どういうことになるのでしょうか。

せっかく OS を入れ替えたのに、時々古い OS を持ってきて動かし始めているようなもの

です。そうすると、死んだ夫との関係が復活します。つまり聖化が自分の努力や律法的な

行いで進むと思ったとたんに、古い夫との関係が復活し始めて、律法が働き始めます。そ

して律法が働き始めると罪の性質が活発化するのです。 

  

そう、律法というのは自分の罪の性質を活発化させる力があるのです。律法がこうせよ

と言ったら、私たちはやりたくない。こうするなといったら私たちはやりたいと言ってし

まいます。これがなぜ律法によっては聖化が現れてこないかの理由なのです。では律法は

悪いものなのか、それは次回の７節から説明されます。ここでのポイントは「律法によっ

て聖化を達成しようとしたら必ず失敗する。」これがクリスチャンの悲劇なのです。 

私たちはこの原理を悟って、古い律法に対しては死んだ、古い夫との関係は切れた新し

い夫キリストにつながっていることを常に認め、確認し続ける必要があります。義認が信

仰と恵みによって与えられたように、聖化も信仰と恵みによって与えられます。私たちは



律法に対しては死にました。元の主人（律法）との関係が復活することのないように、信

仰によって歩みましょう。 

 

最後に 

救いというものは、二つの見方が考えられます。一つは人間の業による救い、もう一つ

は信仰による救いです。人間の業による救いは、律法が土台になっています。律法が土台

になっていると、罪の性質が活発に動き出します。この原理は義認だけでなくて、聖化に

も当てはまります。義認は人間の業ではないことを学びましたが、聖化でもまったく同じ

ことが言えます。 

それに対して、信仰による救いは恵みが土台になります。恵みが土台になっていると私

たちは律法に対して死んだという自覚が生まれてきます。そして聖霊によって聖化が進め

られていきます。これが信仰による救いの原理です。 

救いには義認（過去）、聖化（現在進行形）、栄化（将来）の三つの要素があることを

確認しましょう。そして大切なことは、義認（過去の救い）は恵みにより、信仰による。

聖化（現在進行形の救い）も恵みにより、信仰による。栄化（将来の救いの完成）も恵み

により、信仰による。ということなのです。 

自力による聖化は人間には不可能です。神は恵みによって聖霊を注ぎ、私たちが歩む聖

化の道をすでに用意しておられます。神に信頼して、聖霊の導きと力により頼んで歩ませ

ていただきましょう。 

  

祈り 

愛する天の父なる天のお父様、あなたは御子イエスキリストの十字架の死と葬り、そし

て三日目に私たちの初穂としてよみがえってくださった。この純粋な福音をただ信じるこ

とによって、私たちを救い義と認めてくださいました。感謝します。 

今私たちはイエス様と結ばれて、罪の支配から解放され、律法の責めからも完全に解放

されています。主よ、私たちに、義認も、聖化のあゆみも、将来の栄化も、すべて神様の

一方的な恵みによることを心に刻ませてください。 

自分の行い、業によって聖化を成し遂げようとする、無駄な努力を捨て去り、御霊によ

るところの自由と喜びを得させてください。古い文字によってではなく、新しい御霊によ

って主に仕える互いとさせてください。 

主イエスキリストの御名によって祈ります。アーメン 

 


